
106

（36）

氏名（生年月日）

本     籍

学位の種類
学位授与の番号

学位授与の日付

学位授与の要件

学位論文題目

論文審査委員

カワ   サキ     ユキ    コ

川崎幸子（昭和2

医学博士

乙第850号

昭和62年11．月20日

学位規則第5条第2項該当（博士の学位論文提出者）

67Ga DFO・1）AS・Fibrinogenによる血栓シンチグラフィ

 第1報 67Ga DFO－DAS・Fibrinogenの血栓検出能に関する静脈血栓作成

     ラットにおける基礎的検討

 第2報67Ga DFO・DAS・Fibrinogenの臨床応用

（主査）教授 重田 地子

（副査）教授 太田 和夫，教授 白坂 龍暖

論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 血栓描出用放射性医薬品として開発された67Ga

DFO・DAS－Fibrinogen（以下，67Ga－Fib．と略す）の血

栓検出能を血栓作成ラットを用いて基礎的に評価し，

さらに画像診断用薬剤としての臨床的有用性について

検討した．

 対象および方法

 1）実験方法

 SDラットの上大静脈にシリコンカテーテルを留置

して血栓を作成し，67Ga－Fib．投与後，経時的にシンチ

グラフィを施行し，続いて各臓器と血栓の放射能を測

定した．更にオートラジオグラムを作製し，血栓を含

めた臓器分布を観察して，1251・Fibrinogenとの比較検

討を行なった．

 2）臨床応用

 対象はX線CTで血栓の存在が確認された動脈血

栓42症例と静脈血栓6症例の48症例について検討し

た．原則として検査前1週間以内に血液凝固因子を測

定し，67Ga－Fib投与後24，48，72時間にシンチグラム

を撮像し，同時に経時的に採血を行ない，67Ga・Fib．の

血中消失時間を測定した．

 結果

 1）血栓作成ラットにおける実験結果

 67Ga－Fib．の血栓への集積は高く，1251・Fibrinogenの

それとほぼ同等で優れた血栓検出用薬剤と考えられ

た．シンチグラムおよびオートラジオグラム上，血栓

は明瞭な陽性像として描出された．

 2）臨床応用の結果

 シンチグラム上，動脈血栓42症例中23症例，静脈血

栓6症例中3症例が陽性描画された．67Ga－Fib．で陽性

像を呈した血栓はフィブリン化しつつあるもので，す

でに器質化した血栓にはフィブリノーゲンの沈着がな

くシンチグラム上描出されなかったものと推定され

た．血栓患老の67Ga－Fib．血中消失時間は第1相は約12

時間，第2相は約40時間であった．血栓描出能に影響

する因子として血液凝固能，発症期間，抗血栓剤投与

の有無などが関与していると推定されたが，今回の研

究では決定的な因子は明らかでなかった．

 考察

 67Ga・Fib．は血栓検出用放射性医薬品として用いら

れている1251－Fibrinogenとほぼ同等の高い血栓への

集積を示した．67Ga－Fib，は1251の欠点を補うエネル

ギーと物理的半減期を有し，血栓のイメージングに適

した画像診断用薬剤として極めて有用であることが示

唆された．近年，1111n－oxine標識血小板が血栓描出用

薬剤として注目されているが，その標識には時間と熟

練を要する．本製剤はインスタントキットに67Ga・

chlorideを注入するだけの簡便な方法で安定した標識

が可能であり，緊急検査にも対応できる利点がある．

 結語

770一



                                              ！07

 67Ga－Fihはフィブリン化しつつある血栓をシソチ  活性動態を示唆する優れた代謝性画像診断薬として臨

グラム上，陽性像として描出することができ，血栓の  床上，有用性が大であると考えられた．

                論 文 審 査 の 要 旨

  新しく開発された67Ga DFO－DAS－Fibrinogenの血栓検出能についての有用性を勿痂。実験なら

 びに臨床応用を試みたところ67Ga Fib．は血栓の活姓動態を示唆する画像診断が可能で，代謝性診断薬

 として高い有用性が確認された．学術上，価値あるものと認める．
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